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金森　主祥（かずよし）37歳 

v 理学研究科化学専攻無機物質化学 
v 修道高校（広島市）出身 
v 専門：無機・高分子材料、多孔体 
v 原著論文72報、総説7報（国際誌のみ） 
v 趣味：テニス、ギター 
v 好きなもの：麺類、ビール 
v 1児の父 



A paper is an organized description of hypothesis, data and 
conclusions, intended to instruct the readers. 
 
If your research does not generate papers, it might just as well not 
have been done.  “Interesting and unpublished” is equivalent to 
“non-exist”. 
 
A paper is not just an archival device for storing a completed 
research program; it is also a structure for planning your research 
in progress. 

G. M. Whitesides, “Whiteside’s group: Writing a paper” Adv. Mater. 16, 1375 (2004) 



①研究の目的、内容を決める 
・・・多くの場合は指導教員と相談して研究内容を決めます。これまでに
どのような未解決問題があり、それを解決するにはどのような研究を行え
ば良いのか。研究のおおまかなゴールはどこか？ 
僕たちの例：シリカエアロゲルは高断熱性など有用な特性を示すが、非常に脆いので作る
のが難しい。簡単に作るにはどうすれば良いか？もっと強度の高いゲルを作ろう。超臨界

流体を使わずに乾燥できるようになれば良いなあ。 

②実験方法、内容を決める 
・・・これも指導教員と相談しながら決めます。無闇に実験しても仕方な
いですが、実験化学では考えすぎる前に手を動かしてみるのも重要。実際
に実験を始めてからは、先輩学生などなるべく多くの人と相談してみよう。 
僕たちの例：前駆体を替えて作ってみよう。純シリカではなく有機-無機ハイブリッドに
してはどうか？ハイブリッドといえば前駆体はMTMSが良いだろう。でもこれを使ってゲ
ルを作る場合はどうすれば良いかな？pH制御だけで作れるかな？添加剤が必要かな？ 

③常に論文発表、学会発表を意識する 
・・・最初は想像がつきにくいと思いますが、発表時期・内容を意識しな
がら実験を進めると効率的です。（研究は決して完成しない） 



①研究の目的 
Ø  研究の学術的背景（本研究に関連する国内・国外の研究動向及び位置づけ、応
募者のこれまでの研究成果を踏まえ着想に至った経緯、これまでの研究成果を
発展させる場合にはその内容等） 

Ø  研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか 
Ø  当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意
義  

②実験計画・方法 
研究目的を達成するための具体的な研究計画・方法について、冒頭にその概要を簡
潔にまとめて記述した上で、平成XX年度の計画と平成XX年度以降の計画に分けて、
適宜文献を引用しつつ、焦点を絞り、具体的かつ明確に記述してください。ここで
は、研究が当初計画どおりに進まない時の対応など、多方面からの検討状況につい
て述べるとともに、研究計画を遂行するための研究体制について、研究分担者とと
もに行う研究計画である場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割（図表を
用いる等）、学術的観点からの研究組織の必要性・妥当性及び研究目的との関連性
についても述べてください。 
また、研究体制の全体像を明らかにするため、連携研究者及び研究協力者（海外共
同研究者、科研費への応募資格を有しない企業の研究者、大学院生等（氏名、員数
を記入することも可））の役割についても必要に応じて記述してください。  



試料を作る 
（ゲルを作る） 

測定を行う 
（細孔特性評価、構造観察など） 

論文発表の構想
を練る 

実際にWordやPPTに
起こしていく（アウ
トライン） 

投稿・査読・出版 
学会発表 
特許出願 

プレスリリース 

記録・思考の
ための実験
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全ての過程において、指導教員や先輩た
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時
間
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泉美治ら「改訂　化学のレポートと論文の書き方」化学同人（1999）より	

•  左ページに実験計画、右ページに実際の操作について書く 
•  取り扱う試薬、器具の扱い方もあらかじめ調べておく 

•  実験の目的は明確に書く 
•  実験中の観察事項、時間的経過は詳細に書く 

学生実験ノートの例 



学生実験ノートの例 

泉美治ら「改訂　化学のレポートと論文の書き方」化学同人（1999）より	

•  数量的な記録は測定していない場合でも目安を書
いておくと良い 

•  実験中に気づいたことはなるべく書いておく 



•  他人が読んでも再現で
きるように書く 

•  日付、タイトル、温湿
度、天気を必ず書く 

•  左ページに目的や実験
内容、右ページに行っ
た操作を時系列で書く
と良い 

•  実験の目的はできるだ
け詳しく、参考文献が
あれば書いておく 

•  必要に応じて反応式や
図表を使う 

•  後日行った測定など追
加の実験に関しても右
ページに記載のうえ、
別ページに詳細を記す 

•  思いついたことはなる
べく詳しく書き残して
おく 



レポート・・・自分が行った実験、理解
したことを示したい。そして単位が欲し
い。 

v 読み手は内容を把握している 
テキスト通りの実験がなされているか、
的確にそれが報告できているかを見てい
ます！ 
 
v 簡潔さが大事 
内容についてはほとんど100%既知なの
で、簡潔に書くのが吉。体裁はちゃんと
整える。 
 
v 書式は指示通りに 
学生実験担当の先生から指示があるはず
です。 

学術論文・・・自分が得た新しい発見を
知って欲しい。科学者としての務め。名
誉欲？ 

v 読み手は内容を知らない 
内容に興味をもった人が詳しく読みます。
読み手が欲しい情報を報告する必要があ
ります。 
 
v 簡潔・丁寧に書く 
簡潔さはもちろん、議論の中心となる点
に関しては、文献を引用しながら丁寧に
書く必要があります。 
 
v 書式は指示通りに（厳密） 
雑誌によって要求される書式に合ってい
ないと突き返される場合も。 



「基礎化学実験　第2版」共立出版（2013）より	

目的、実験方法、結果、考察、結論、参考文献からなる。実験方法と結果、
あるいは結果と考察はまとめて書いても良い。 



Abstract：論文の要旨をま
とめたもの。タイトルを見
て興味をもった読者はまず
ここを読む。執筆順序とし
ては最後に書く。 
 
Introduction：導入部。な
ぜこの研究を行ったのか？
適宜文献を引用しながら、
研究の背景・動機を丁寧に
書く。特に最初の一文は大
事だとよく言われます。 



Experimental：実験方法。
他者が再現できるように忠
実・正確に書く。使った試
薬のグレード、製造メー
カー、機器分析装置の型式、
メーカーなど詳細も。 



Results and discussion：
結果と考察。分かりやすい
見出しを付け、図表や式を
うまく使いながら書く。丁
寧に、でも簡潔に。あまり
長い文章を書くのは良くな
い。（読みにくくなる） 



Conclusions：結論。実験
で得られた結果を簡潔にま
とめる。箇条書きでも良い。
飛躍したことを書きすぎな
いこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Acknowkedgments：実験
補助者、資金援助などへの
感謝を忘れずに。 



References：参考文献。
Introductionやデータの解
釈等で参考にした文献を列
挙する。既知の事実なのに
参考文献を引かずに書いて
しまうと説得力に欠けるば
かりか、盗作と見なされる
場合も・・・ 



論文の種類（代表的なもの） 
Ø  一般論文（Articles）：独創的な研究で価値ある結論または事実を含
み、完全な論文形式で書かれているもの。Full paperとも呼ばれる。 

Ø  速報論文（Letters, Communications）：顕著な成果を緊急に発表
するための短い論文をいい、かつては編集者宛の通信文形式で書かれ
たが、現在では短い論文形式で書かれる（項目を設けず一続きで書く
ことも多い）。 

Ø  総合論文（Reviews）：著者の既発表の一連の成果を中心に、総合的
に述べた論文をいう。 

Ø  総説（Reviews）：テーマまたは領域ごとに既往の研究を紹介し、研
究の動向や問題点、将来への展望をまとめたもの。 

どの雑誌に投稿するか？ 
v Nature, Scienceなどの一般科学誌から、化学分野ではJACSや
Angewandte Chemieなどの総合化学誌、さらに専門性の高い雑誌な
ど多種多様。 

v 和文誌か欧文誌か。 
v 当然、より広く読まれる雑誌に投稿すべきだが、あまり高望みしても
時間と労力の無駄。 

v  IF（インパクトファクター）にとらわれすぎないことが理想的・・・ 

泉美治ら「改訂　化学のレポートと論文の書き方」化学同人（1999）を改変	



•  科学的、技術的な報文を書くためにはきちんとした勉強・訓練が必要です 
•  先人たちの論文、学会要旨などをしっかり読んでマネしてみよう 
•  とにかく沢山の人に読んでもらおう 
•  今のうちの勉強しておいても絶対に損はありません！ 

最寄りの図書室へGO! 



次のようなことを見てい
ます： 
•  論文の流れは適切で読
みやすいか？ 

•  論理の繋がりは大丈夫
か？ 

•  客観的な議論ができて
いるか？ 

•  図表の使い方は適切
か？ 

•  英語で文章を書くとき
のルールは守れている
か？ 

実際に論文原稿を添削している例	



Ø  文の末尾のピリオド、コロンのあとは2つスペースを入れる 
Ø  数字と単位の間には1つスペースを入れる（日本語でも） 
Ø  短縮形は使わない 
     The precursor didn’t react... à The precursor did not react 
Ø  略語や数字を文頭に使わない 
     MTMS was added in the solution... à We added MTMS in the solution... 
     5 samples were evaluated... à Five samples were evaluated... 
Ø  名詞を形容詞的に使わない 
     ATP formation à formation of ATP 
     reaction product à product of the reaction 
Ø  thisなどの代名詞のあとには常に名詞を置く（指示対象が分かるように） 
     This is a fast reaction. à This reaction is fast. 
     This leads us to conclude... à This observation leads us to conclude... 
Ø  実験結果を表す際は常に過去形を用いる 
     Addition of water gives product. à Addition of water gave product. 
Ø  なるべく能動態を使う 
     It was observed that the solution turned red. à The solution turned 
red. OR We observed that the solution turned red. 
Ø  比較級の相手を明らかにする 
     The yield was higher using bromine. à The yield was higher using 
bromine than chlorine. 

G. M. Whitesides, “Whiteside’s group: Writing a paper” Adv. Mater. 16, 1375 (2004)を改変 



Ø  できるだけ平易な文で書く 
科学論文だからといって難しく書く必要はない。むしろ平易に分かりやすく
書く方が読む人には良い印象を与える。 

Ø  一人称「私」「我々」は一般には用いない 
どうしても必要な場合は「筆者（ら）」がベター。 
 
Ø  受身の文はなるべく避ける 
英文で用いられる受身文を直訳するとおかしなことになる。 
 
Ø  現在形と過去形を使い分ける（一般的事実と実験結果） 
○「Aはジエノフィルであるので、ジエンBと反応させてCを得た。」 
 
Ø  あいまいな表現を避ける 
×「Aは近い将来、Bから非常に良い収率で合成されると考えられる。」 
 
Ø  動作を示す名詞句はなるべく避ける 
×「触媒の添加が反応を促進した」 
　→ ○「触媒を添加すると反応が促進された」 

泉美治ら「改訂　化学のレポートと論文の書き方」化学同人（1999）を改変	



主語と述語の不一致 
×「この方法で精製した試料は十分純粋であり、測定に用いた。」 

異質の語句の並列 
×「ピネンは香料の成分や香料の合成にも用いられる。」 
 
文頭語句との対応 
×「ここで解決しなければならない問題は、低濃度の物質を正確に定量する必要が
ある。」 
 
助詞の誤用 
×「この化合物をパラジウム触媒で還元を試みた。」 
 
修飾句のかかり方 
×「融点の低い脂肪酸のエステル」 
 
並列語句の不明確 
×「A液とB液の上澄みを混ぜ合わせる」 
 
否定の不明確 
×「AはBのように安定ではない」 

泉美治ら「改訂　化学のレポートと論文の書き方」化学同人（1999）	



悪意がある改竄・捏造・剽窃などの不正行為以外にも、不用意
な間違いは深刻な問題を引き起こすことがあります 
 
学生のみなさんが気をつけるべきこと： 
•  実験ノートは手書きでペンを使って書く 
　　・・・書き間違えた時も修正ペンで直したりはしない 
 
•  データを都合の良いように解釈しない（早とちりしない、再現性を確認する） 
　　・・・常に冷静、批判的、客観的な目をもって物事を見よう 
 
•  データの加工はしない 
　　・・・やむを得ない場合は、データの意味が変わらないように 
 
•  他人の著作物を引用する際は出典を明らかにする 
　　・・・文章をそのまま引用する必要がある場合（自然科学の論文ではあまりな 
　　　　　いはず）以外は、常に自分の文章を書く 
 
•  発表しなければ、という強迫観念をもちすぎない 
　　・・・過剰なプレッシャーが原因で不正行為に走ってしまった例があります 



投稿（submission） 
原稿は雑誌のスタイルに厳密に合わせて作成する。現在は雑誌のHPから電子投稿で
きるようになっている。投稿作業は責任著者（corresponding author）が行う。 
 
査読（review） 
通常、複数の匿名外部査読者（reviewer）の査読を受ける。査読者に廻る前に、雑
誌の編集者（editor）の判断で落とされることもある（凹みます）。 
 
改訂（revision） 
査読者の意見をもとに改訂を行う。1つ1つのコメントに対して丁寧に対処しなけれ
ばならない。複数回の改訂が求められることもある。 
 
決定（decision） 
査読結果と改訂内容に基づき、採録の可否（accept or reject）が編集者によって
決定される。→見るのも怖いdecision letter... 



校正（proof-reading） 
編集部によって実際に雑誌の出版スタイルに編集された後、校正を行う。 
 
出版（publish） 
まずは雑誌のウェブサイト上で出版される。その後、正式な巻号・ページ数が割り
当てられ、印刷物が刊行される。最近は印刷物を発行しない雑誌も多い。 



特許申請 
研究結果が実用上重要であると判断される場合は、特許出願を行う。基本的には、
学会発表や論文発表を行う前に済ませておくべきである。学会・論文発表後6ヶ月以
内は公知とはみなされず、いわゆる30条適用出願が可能である。（日本国内のみ） 
 
学会発表 
研究成果を関連の学会で発表し、成果をいち早く公表することと、他人の意見を得
ることで研究の次の段階へ進むきっかけを得ることができる。最低でも年に一度は
学会で発表し、在学時に一度は国際会議にも行かせてもらおう。 
 
プレスリリース 
研究結果が社会的に広く関心をもたれると思われる場合は、積極的にプレスリリー
スを行うと良い。大学の広報室を通じ、大学ホームページ上に掲載してもらう。ま
た、新聞記者らに対して研究成果を説明する記者発表を行うと、興味を持った記者
には記事にしてもらえる。研究成果の社会還元が昨今強く求められており、イベン
トへの出展や出張講義など様々な形で啓蒙活動を行うことが推奨されている。 



口頭発表： 
講義形式。聴衆の前で、あらかじめ用意し
たプレゼン資料を用いて発表する。一度に
多くの人に聴いてもらえる。原稿読みは基
本的にNG。 
 
ポスター発表： 
あらかじめ用意したポスターを持って行き、
決まった時間・場所に掲示して議論を行う。
興味を持った人とじっくり話ができる。 

2013年8月 Sol-Gel 2013 @ Madrid	



2013年1月11日　朝日新聞夕刊	



物事は何でも継続することが大切です。1報出
して満足せずに、より良い論文を目指し、継続
的に努力しよう！ 

 
楽しんで研究することを忘れずに！ 


